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第１回 保育人材確保懇談会（仮称） 

 

社会福祉法人 日本保育協会 

前青年部長 志賀口大輔 

 

〇 団体の垣根を超えた交流による課題解決への取り組み 

「保育の現場と保育士の魅力発信」意見交換会の実施（令和 5 年１２月２０日） 

〇 多様な研修実施による保育の質向上への取り組み 

【主な研修内容】 

・ 保育士等キャリアアップ研修（東京都指定） 

幼児教育担当者研修会／保護者支援・子育て支援研修会／マネジメント研修会／乳児

保育担当者研修会／障害児保育担当者研修会 

・ にっぽ保育セミナー 

新人保育者／これからの施設長の役割と保育者の人権／働きやすい環境とコンプライ

アンス／子どもの人権と保育／感染症への対応／保育者の役割と専門職倫理／保育

実践／保護者支援／栄養士・調理師対象／アレルギー対応／事故予防／看護師対象

／保育者育成 等 

・ 年間延べ参加者（令和６年２月現在） 

・ 保育士等キャリアアップ研修（東京都指定） 1,937 名 

・ にっぽ保育セミナー 2,632 施設 

（詳細は別紙参照） 

 

〇 日本保育協会 青年部による取り組み 

・ 全国保育者研修会の開催 

【直近三年間の実績】 

令和３年度 大阪大会「すっきゃねん保育 やってみなはれ」 

参加数 420 名（オンライン開催） 

令和４年度 横浜大会「re;いいじゃん横浜！！～たくさんの笑顔が紡ぐ保育の WA～」  

参加者数 425 名 

令和５年度 熊本大会「園 JOY！～保育をしこたま楽しむばい～」 

参加数 現地参加 401 名+オンライン参加 38 名 

  

・ 全国青年部セミナー実施 

【直近三年間の実績】 

令和３年度「次代への分岐点～私たちの保育は何処へ向かうのか～」 

オンライン開催 参加数 164 名 

令和４年度「こどもまんなかの未来へ～こどもの目線で考える大切なこと～」 

福岡県福岡市 参加数 149 名 

令和５年度「信頼に基づく保育からの展開～改めて見つめ直す専門性と制度」 

東京都千代田区 参加数 120 名 

・ 専門委員会を設置し、人材確保・育成に関する研究を実施 

【主な調査研究内容】 

保育人材の定着化と確保に向けた調査 

新任（１年目～３年目）保育者の育成に関する調査研究 



 

 

 
 

 

令和 5 年度 にっぽ保育セミナー／キャリアアップ研修会の年間予定表です。 

みなさまのご受講をお待ちしております。 

 

 

 

♦ に っ ぽ 保 育 セ ミ ナ ー♦ 

№ テーマ 講 師 おすすめ対象者 セミナー配信日 

1 新人保育者 小飯塚 由美／洗足こども短期大学 新人保育者 令和５年６月 16日(金) 

2 これからの施設長の役割と保育者の人権 ※ 米原 立将／流通経済大学 管理職・施設長 令和５年６月 23日(金) 

3 働きやすい環境とコンプライアンス ※ 菊地 加奈子／ワークイノベーション 全保育関係者 令和５年 7月 5日(水) 

4 子どもの人権と保育① ※ 末冨 芳／日本大学 全保育関係者 令和 5年 7月 27日（木） 

5 子どもの人権と保育② ※ 井桁 容子／コドモノミカタ 全保育関係者 令和 5年８月 3日(木) 

6 保育所保育指針 汐見 稔幸／家族デザイン研究所 全保育関係者 令和 5年９月７日(木) 

7 感染症への対応 菅原 民枝／国立感染症研究所 全保育関係者 令和 5年９月 20日(水) 

8 保育者の役割と専門職倫理 亀﨑 美沙子／十文字学園女子大学 全保育関係者 令和５年 10月 30日(月) 

9 保育実践【表現】 保坂 遊／東京家政大学 全保育関係者 令和 5年 11月 6日(月) 

10 保護者支援 鈴木 健史／東京立正短期大学 全保育関係者 令和 5年 11月 13日(月) 

11 栄養士・調理師対象 森脇 千夏／中村学園大学短期大学部 栄養士・調理員 令和 5年 11月 28日(火) 

12 アレルギー対応 今井 孝成／昭和大学 医学部 小児科学講座 教授 全保育関係者 令和 5年 12月 15日(金) 

13 保育実践【発達障害】 
若月 芳浩／玉川大学 

藤原 里美 ／チャイルドフッドラボ 
全保育関係者 令和 6年 1月 10日(水) 

14 事故予防 猪熊 弘子／ジャーナリスト 全保育関係者 令和 6年 1月 24日(水) 

15 保育実践【環境】 細田 直哉／矢川プラス館長・幼児教育センター長 全保育関係者 令和 6年 1月 31日(水) 

16 看護師対象 河嶌 譲／半蔵門のびすここどもクリニック 看護師・保健師 令和 6年 2月 8日(木) 

17 保育者育成 須藤 麻紀／東京立正短期大学 全保育関係者 令和 6年２月 19日(月) 

 

※ … 昨年度のにっぽ保育セミナー特別編～適切な保育を続けていくために～の内容を受けて企画した新しいセミナーです。 

 

 

 

〈にっぽ保育セミナー〉 

＊セミナーごとに受講費がかかります。詳細につきましては、後日公開予定の開催案内をご確認ください。 

＊ライブ配信後にオンデマンドでの再配信期間（約 2週間）を設けており、期間内であればいつでもご視聴いただけます。 

＊各セミナーに定員は設けておりません。おすすめ対象者を設けておりますが、すべてどなたでもご参加いただけます。 

＊いずれのセミナーも修了証の発行はございません。 

  

令和５年 9月 7日現在 

日本保育協会 研修部 

※日程等は変更する可能性がございます。最新の情報は実施要領や日本保育協会ホームページなどをご確認ください※ 

令和 5年度 

社会福祉法人 日本保育協会 セミナー／研修会 予定表 

※令和 5年度より、セミナー／研修のお申込みには研修会運営システム「manaable」（マナブル）への事前登録が必要となります。 

詳しくは日本保育協会ホームページをご覧ください。 



♦保育士等キャリアアップ研修♦（東京都指定） 

東京都の規定により、3月末以降正式に指定された研修会から順次お知らせしてまいります。 

令和５年度の開催予定分野は以下の通りです。 

  ＊乳児保育  ＊幼児教育  ＊障害児保育  ＊保護者支援・子育て支援  ＊マネジメント（前期 3 開催のみ） 

＜ 前  期 ＞ 

 

№ 研修会名 eラーニング受講期間 ライブ研修開催日 

1 幼児教育担当者研修会 

令和 5年 5月 31日(水)～ 6月 30日(金) 

令和５年 7月 8日(土) 

2 幼児教育担当者研修会 令和５年 7月 18日(火) 

3 幼児教育担当者研修会 令和５年 7月 28日(金) 

4 保護者支援・子育て支援研修会 令和 5年 7月 10日（月） 

5 保護者支援・子育て支援研修会 令和 5年 7月 24日(月) 

6 保護者支援・子育て支援研修会 令和 5年 8月 2日(水) 

7 マネジメント研修会 

令和 5年 6月 30日(金)～ 7月 31日(月) 

令和 5年 8月 18日(金) 

8 マネジメント研修会 令和５年 8月 19日(土) 

9 マネジメント研修会 令和 5年 9月 8日(金) 

10 乳児保育担当者研修会 令和 5年 8月 23日(水) 

11 乳児保育担当者研修会 令和 5年 8月 25日(金) 

12 乳児保育担当者研修会 令和 5年 8月 29日(火) 

＜中期＞ 

№ 研修会名 eラーニング受講期間 ライブ研修開催日 

1 障害児保育担当者研修会 

令和 5年 7月 31日(月)～ 8月 31日(木) 

令和５年 9月 11日(月) 

2 障害児保育担当者研修会 令和５年 9月 21日(木) 

3 障害児保育担当者研修会 令和５年 9月 26日(火) 

4 乳児保育担当者研修会 

令和 5年 8月 31日(木)～ 9月 30日(土) 

令和 5年 10月 13日(金) 

5 乳児保育担当者研修会 令和 5年 10月 20日(金) 

6 乳児保育担当者研修会 令和 5年 10月 27日(金) 

7 幼児教育担当者研修会 

令和 5年 9月 30日(土)～ 10月 31日(火) 

令和 5年 11月 15日(水) 

8 幼児教育担当者研修会 令和５年 11月 17日(金) 

9 幼児教育担当者研修会 令和 5年 11月 22日(水) 
 

＜後期＞ 

№ 研修会名 eラーニング受講期間 ライブ研修開催日 

1 障害児保育担当者研修会 

令和 5年 10月 31日(火)～ 11月 30日(木) 

令和５年 12月 6日(水) 

2 障害児保育担当者研修会 令和５年 12月 13日(水) 

3 障害児保育担当者研修会 令和５年 12月 20日(水) 

4 保護者支援・子育て支援研修会 

令和 5年 12月 31日(日)～令和 6年 2月 5日(月) 

令和 6年 2月 21日(水) 

5 保護者支援・子育て支援研修会 令和 6年 2月 22日(木) 

6 保護者支援・子育て支援研修会 令和 6年 2月 27日(火) 

 

〈キャリアアップ研修〉 

  ＊東京都補助金対象外の方はお一人ずつに受講費がかかります。 

  ＊キャリアアップ研修は、必ず「eラーニング」と「ライブ研修」両プログラムをご受講いただきます。 



特定非営利活動法人
家庭的保育全国連絡協議会
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第 1 回保育人材確保懇談会 

NPO 法人家庭的保育全国連絡協議会 

理事長 水嶋昌子 

 

 

【家庭的保育事業の人材確保の現状】 

１． 事業概要 

家庭的保育は 2010 年に法制化、2015 年「子ども・子育て支援新制度」により地域型保育事業の一

環として、認可事業となった。 

家庭的保育者の居宅やその他の賃貸物件等で、定員 1 人～5 人、0 歳児～2 歳児（3 歳になった 3

月まで）を対象に保育している。子どもの人数にかかわらず保育補助者とともに複数人で保育を行っ

ている。 

保育時間（開所時間）は、事業者やその年度の利用者により異なるが、18 時ごろまでに終了。 

 

2． 家庭的保育の特徴 

 ･家庭的な環境での異年齢保育       ・・・きょうだいのように育つ子どもたち 

 ・少人数を対象とするきめ細やかな保育 ・・・子ども一人一人に対応する柔軟な保育 

 ・いつも同じ保育者が対応     ・・・保育の始まりから終わりまで、家庭的保育者がいる 

 ・地域に密着した保育       ・・・地域のいろいろな資源を活用し、いろいろな人と触れ 

合いながら行う保育 

 

3. 保護者の利用満足度の高さ 

  家庭的保育を利用する家庭の 2/3 は保育所を希望して入所できなかった家庭であり、 

  なかには、利用するようになるまで家庭的保育の存在を知らなかった家庭もあるが 

  利用満足度は高い。保護者からは、｢子どもをていねいに見てくれる｣、「低年齢の間は小さい規模の 

  施設が良い」、「いつも同じ保育者なので相談がしやすい」「生活圏が同じなので地域のことをよく知 

っている」の声が聞かれる。 

   

４． 必要な職員体制 

保育の対象となる子どもの年齢は 0 歳から 3 歳、定員３～5 名の保育を行うにあたり、 

常時必要な職員は、家庭的保育者の外、 

保育補助者 ２～３名  勤務時間帯  8 時～18 時 

                 調理員    １～2 名 勤務時間帯  9 時～13 時  

保育補助者の条件：保育士資格の有無にかかわらず、子育て支援員研修（地域保育コース）また

は 家庭的保育事業基礎研修を修了する必要がある。  

             （保育経験者も最新情報にアップデートする機会になっている） 

登録補助者は３～７人程度おり、シフトを組んでいる。 

家庭的保育者を雇用することができる自治体もあり、家庭的保育者が複数配置されている事業

者もある。 
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５． 家庭的保育という職場の魅力 
 

（１） 少人数の子どもを対象とする保育の魅力 
 

  子ども一人一人にじっくり向き合うことができる。 

時間に追われない。 

その時々の状況に合わせた柔軟な保育ができる。 

  職員同士の意思疎通が図りやすい。（職員が同じ場所にいることが多い） 

 

（２） 就労条件 
 

  ライフステージに応じた、無理のない働き方が可能 

  職員が働くことが可能な時間帯にシフトを組むことができる（例:朝から午睡まで等） 

  職場が近い 

  出産･子育て等で現場を離れた保育士（潜在保育士）が、最初の一歩として戻ってきやすい規模、空間 

 

（３） 職名は保育補助者でも、単なる補助者に留めない 

   自分の仕事に責任と誇りを持たせる 
 

  家庭的保育者以外は皆｢保育補助者｣という立場ではあるが、それぞれが優れた能力を持っていること 

を信頼し、役割分担を行ったり、同じ保育室の保育者として対等な立場で職場内会議に参加し、意見が

言えることを保障し、自分の仕事に責任と誇りを持ち、やりがいを感じてもらう。 

外部研修にも参加してもらい、保育者としての研鑽を積む。 

  家庭的保育に義務づけられる、連携施設（保育所）の存在も、職員がさまざまな経験を積む良い機会と

なっている。 

  保育士の資格を持っていなかった人が保育の楽しさを知り、資格の取得につながる場合もある。 

 

（４） 家庭的保育の魅力発信･保育を経験する場の提供 
 

家庭的保育は保育室の周辺住民にはよく知られていても、一般的な認知度は未だに低い。 

一方、家庭的保育を知ると関心をもったり、魅力を感じたりしてもらうことも多い。連携施設の保育所

の職員が見学に来たり、定年退職後に家庭的保育を始めたり、保育補助者になる人もおり、こういう保

育がしたかったという声もよく聞かれる。 

 

①家庭的保育の魅力発信 

 家庭的保育が法制化され､地方自治体が検討を始めた頃には、出前講座として、家庭的保育がどの

ような保育なのかを写真や動画を使いながら､紹介する講座を要望に応じて行った。文章だけの説明

よりも、写真や動画、家庭的保育者の説明が好評であった。こういった出前講座を保育士養成校や保

育士就職相談会等の場で行う機会を増やしていきたい。 

 

②家庭的保育を経験する場の提供 
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    養成校の学生の「保育体験」を受け入れることも可能であり、学生の間にさまざまな保育の場がある

ことを知り、経験してほしいと思っている。保育士養成課程の学生は忙しいが、インターンシップの活

用なども考えられるし、実際に保育補助者としてアルバイトする学生もいる。見学の受入も可能であ

る。 

養成校を卒業後に就職した保育施設が本人に合わず退職したら、そのまま保育職から離れていっ

てしまうのではなく、多様な保育の場があることを思いだして、自分に合う保育の場を見つけてほしい

と願っている。 

その他、中学校の職場体験を受け入れることもある｡ 

 

今後、さまざまな機会を通して、家庭的保育の魅力をより多くの人に知ってもらうと共に、敷居が低く、

誰でもが訪れやすい家庭的保育に見学、体験、実習等を含め、受け入れていきたい。 

 

（５） 小さな家庭的保育から大きな園に移行する保育者 
 

   保育補助者のなかには、常勤職に就くために家庭的保育を卒業し、大きな保育所に移行する職員も 

いる。 

 より高い所得を必要とする場合もあれば、本人がステップアップを希望する場合もある。家庭的保育

での経験を生かして、どのような保育の場でも活躍できる保育者を養成していきたい。 



一般社団法人
全国保育士養成協議会

提出資料
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実習指導者認定講習実施要項-1 

 

 

 

 

 

≪ 趣旨及び目的 ≫   

1 主  催    一般社団法人全国保育士養成協議会 

2 後  援     こども家庭庁               （下記 50 音順敬称略） 

           公益社団法人 全国私立保育連盟 

社会福祉法人 全国社会福祉協議会 全国保育協議会 

社会福祉法人 全国社会福祉協議会 全国保育士会 

社会福祉法人 日本保育協会 

3 日  程   【第 1 日目】令和 6 年 3 月 21 日（木）10 時～17 時 

【第 2 日目】令和 6 年 3 月 22 日（金）9 時 30 分～16 時 30 分の 2 日間 

4 対  象   本会会員校教員（常勤・非常勤を問いません） 

5 定  員   100 名（一会員校につき 1 名に限らせていただきます。） 

        ※実習指導者認定講習を修了した教員がいない会員校の教員を優先いたします。 

   ※申込受付後の受講者の変更不可。 

6 会  場    帝京平成大学 中野キャンパス（東京都中野区中野 4-21-2）（対面型講習） 

        ※ただし、状況によりオンラインでの実施に変更いたします。  

7 テキスト  『保育実習指導のミニマムスタンダード Ver2「協働」する保育士養成』中央法規出 

版株式会社発行、一般社団法人全国保育士養成協議会編集を用いて講習内容の標準

化を図ります。 3,300 円（税抜 3,000 円+消費税 10％ 300 円）  

8 受講料     12,000 円（税抜 10,910 円 消費税 10％ 1,090 円） 

テキストをお持ちでない方で、本会を通じてテキスト購入ご希望の場合は別途テキ   

令和 5 年度第 2 回実習指導者認定講習  

「指定保育士養成施設の指定及び運営の基準について」（厚生労働省雇用均等・児童家庭局長通知、

平成 30 年 4 月 27 日一部改正）において定められている「保育実習実施基準」の「第 3 実習施設の

選定等」において、「3 指定保育士養成施設の所長は、教員のうちから実習指導者を定め、実習に関

する全般的な事項を担当させ、当該実習指導者は、他の教員と連携して実習指導を一体的に行うこと。

また、実習施設においては、主任保育士又はこれに準ずる者を実習指導者と定めること。」とされ、

また「4 保育実習の実施に当たっては、保育実習の目的を達成するため、指定保育士養成施設の主

たる実習指導者のみに対応を委ねることのないよう、指定保育士養成施設の主たる実習指導者は、他

の教員・実習施設の主たる実習指導者等とも緊密に連携し、また、実習施設の主たる実習指導者は、

当該実習施設内の他の保育士等とも緊密に連携すること。」とされています。さらに実習指導者が実

習施設への訪問指導を行うことや指導内容を記録することが求められています。 

 一方で、指定保育士養成施設（以下、養成校）の実習担当者（以下、実習担当教員）については、

教職課程の実習担当教員のように業績審査を経て認定されるといった仕組みがなく、実態として、多

様な背景を持った教員が指導を担当しています。そのため、本会が講習の機会を提供することにより、

養成校の実習担当教員が一定の専門性を備えたうえで実習指導を行い、各養成校における保育実習指

導の質の維持・向上を図ることを目的とします。 

 実施要項（対面型講習） 
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スト代がかかります。 

9 有効期限   10 年（講習を修了した年度の翌年度の 4 月 1 日から満 10 年の 3 月 31 日まで） 

10 受講免除   受講を免除する規定はありません。ただし、本講習講師を除きます。 

11 講習プログラム 

【第 1 日目】 
 

 
【第 2 日目】 

No 方法・時間 講習科目 内容 講師 

 9:30-10:00 受  付  

 10:00-10:15 
ガイダンス 

研究所所長挨拶 

 

小川清美（東京純心大学） 

 10:15-10:30 挨   拶 
こども家庭庁 

（依頼中） 

１ 
10:30-12:00 

講義 90 分 

保育実習の 

意義と目的 

〇保育実習実施基準 

〇保育士養成倫理綱領 

〇専門職としての保育士の役割と職

業倫理 

〇養成校内教員の協働 

矢藤誠慈郎（和洋女子大学） 

 12:00-13:00 休   憩 

２ 

①13:00-14:20 

講義 80 分 

 

 

 

②14:30-15:50 

講義 80 分 

保育実習Ⅰに

関する指導 

 

〇保育実習Ⅰの目標 

〇実習に関する留意事項 

・子どもの人権と最善の利益の考慮 

・プライバシーの保護と守秘義務 

・実習生としての心構え 

〇保育所実習の内容 

 

〇児童福祉施設等（保育所以外）に

おける実習の内容 

〇実習の計画と記録 

〇実習の総括と課題の明確化 

 

 

小櫃智子（東京家政大学） 

 

 

 

 

和田上貴昭（日本女子大学） 

 15:50-16:00 休   憩 ・ 移   動 

３ 
16:00-17:00 

演習 60 分 
グループ討議 

〇実習指導における意見交換 

（課題の抽出・共有） 

齊藤多江子（日本体育大学） 

髙橋貴志（白百合女子大学） 

No 方法・時間 講習科目 内容 講師 

 9:00-9:25 受  付  

４ 

①9:30-10:30 

講義 60 分 

 

②10:40-11:40 

講義 60 分 

保育実習Ⅱ・Ⅲ

に関する指導 

〇保育実習Ⅱ・Ⅲの目標 

〇保育実習Ⅱの内容 

 

 

〇保育実習Ⅲの内容 

〇実習の総括と自己評価 

 

小原敏郎（共立女子大学） 

 

松島 京（相愛大学） 

  11:40-12:40                    休   憩 

５ 
12:40-13:40 

講義 60 分 

保育実習の 

評価 

〇保育実習Ⅰの評価 

〇保育実習指導Ⅰの評価 

〇保育実習Ⅱ・Ⅲの評価 

〇保育実習指導Ⅱ・Ⅲの評価 

原 孝成（目白大学） 

６ 
13:50-15:10 

講義 80 分 

実習施設との

連携・協働 

〇養成施設と実習施設の協働 

〇訪問指導 
那須信樹（中村学園大学） 

 15:10-15:20 休   憩 ・ 移   動 

７ 
15:20-16:30 

演習 70 分 
グループ討議 

〇実習指導における意見交換 

（抽出・共有された課題解決に向け

ての討議） 

齊藤多江子（日本体育大学） 

髙橋貴志（白百合女子大学） 

那須信樹（中村学園大学） 
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12 認定と登録 

   すべての講習科目の受講を修了された方には、本会が認定した証として「実習指導者認定証」

を発行し、認定実習指導者として本会に登録します。 

   ただし、遅刻、途中離席、早退等の合計が 15 分以上と認められた場合、原則として修了は認

定されません。連続した 2 日間の受講をもって認定いたします。1 日分のみ分割して認定するこ

とはできません。認定証は、受講状況を確認後、登録手続きのご案内を郵送いたします。 

   認定後、所属等の変更が発生した場合は速やかに事務局へご連絡ください。 

 

13 認定を受けた者の役割及び責務 

    認定講習を修了した認定実習指導者は、保育実習実施基準に示された以下の事項を踏まえて、

実習指導の質の維持・向上に努めることとします。 

   ①他の教員と連携して実習指導を一体的に行うこと、②他の教員・実習施設の主たる実習指導

者等とも緊密に連携すること、③実習期間中は少なくとも 1 回以上実習施設を訪問して学生を指

導すること（なお、これにより難い場合は、それと同等の体制を確保すること）、④実習期間中に

学生に指導した内容をその都度記録すること、また、実習施設の実習指導者に対しては、毎日、

実習の記録の確認及び指導内容を記述するよう依頼する等、実習を効果的に進められるよう配慮

すること。 

 

14 指定保育士養成施設として認定講習について配慮をすべき事項 

   保育実習実施基準において、指定保育士養成施設の所長が、教員のうちから実習指導者を定め

実習に関する全般的な事項を担当させることとされている点を踏まえ、指定保育士養成施設は当

該実習指導者がこの認定講習を受講することができるよう努めることとし、また、教員の転出等

により認定実習指導者が欠けた場合は速やかにこれを補うよう努めることとします。 

   なお、本会が毎年実施をしている「指定保育士養成施設実態調査」において、今後各養成施設

の認定証保有教員の有無及び人数を調査し、その結果の公表を予定しております。 

 

15  感染症・事故対策（最新の情報を収集し対応いたします） 

   講習内容や規模、会場の設備等の様々な状況を踏まえた上で、「人と人との距離の確保」、「手洗

いなどの手指衛生」、「換気」、「参加者、講師、運営スタッフの体調管理」、「マイク等の消毒」等、

感染拡大予防策を最大限に講ずることとします。感染拡大状況・気象条件により、開催時点での

行政・会場等からの指示に従い、必要な変更を行います。さらに、対面型講習をオンラインに変

更する場合があります（開催方法変更に伴う旅費交通費のキャンセル料等はご自身でご負担くだ

さい。） 

   講習中に災害等が発生した場合、職員・講師の指示に従ってください。 

   また、ご参加いただく皆様におかれましては、以下ご協力くださいますようお願いいたします。 

  ① 当日は必ず体温を測り、体調に不安がないことをご確認ください。 

    体調に不安がある場合には、ご自身の安全と感染拡大予防を優先し、無理をせず参加を見合  

わせてください。 
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  ② こまめな手洗い・手指消毒をお願いします。 

  ③ 会場の入り口・出口は指定された箇所をご利用ください。 

  ④ 講習は 2 日間をとおして事前に座席を指定させていただきます。 

  ⑤ グループ討議等、参加者間の距離が取れない場面ではマスク等の着用を推奨いたします。 

 

16 申込受付期間 

実習指導者認定講習を修了した教員がいない会員校の教員を対象とした申込受付優先期間を

設けています。申込受付期間をご確認のうえお申込みください。 

① 申込受付優先期間《実習指導者認定講習を修了した教員がいない会員校の教員のみ対象》 

令和 5 年 11 月 13 日（月）午前 10 時～令和 5 年 11 月 17 日（金）午後 1 時 

    ただし定員になり次第締め切ります。 

② 《全ての会員校の教員が対象》 

上記①の期間内に定員に達しない場合に募集をいたします（募集を行う場合、11月17日（金）

午後 3 時にホームページを更新いたします）。上記①の期間内に定員に達した場合には、その

時点で本会ホームページにてお知らせいたします。 

令和 5 年 11 月 20 日（月）午前 10 時～令和 5 年 11 月 24 日（金）午後 1 時 

    ただし定員になり次第締め切ります。 

   ※講習当日のお申込みを含め、申込受付期間外の受付は行っておりませんので、期間内にお  

申込みくださいますようご協力ください。 

 

17 申込方法 

  ① 本会ホームページに掲載している参加申込書をダウンロードしてください。 

    実習指導者認定講習を修了した教員がいない会員校の教員を対象とした申込受付優先

期間を設けています。申込受付期間をご確認のうえお申込みください。 

① 申込受付優先期間  

《実習指導者認定講習を修了した教員がいない会員校の教員のみ対象》 

令和 5 年 11 月 13 日（月）午前 10 時～令和 5 年 11 月 17 日（金）午後 1 時 

        ただし定員になり次第締め切ります。 

② 《全ての会員校の教員が対象》 

上記①の期間内に定員に達しない場合に募集をいたします。上記①の期間内に定員 

に達した場合には、本会ホームページでお知らせいたします。 

令和 5 年 11 月 20 日（月）午前 10 時～令和 5 年 11 月 24 日（金）午後 1 時 

     ただし定員になり次第締め切ります。 

  ②メール添付で kenkyusho@hoyokyo.or.jp までお申込みください。 

     メールの件名は「実習指導者認定講習参加申込」としてください。 

     申込書は必ず Excel ファイルのままお送りください。（PDF データへの変換不可） 

『kenkyusho@hoyokyo.or.jp』以外のアドレスへメールを送信された場合、期間内にメー

ルを送信していただいても受付をお受けできない可能性がございます。 

     また、受付期間前に受信した申込用紙はいかなる場合も受付することが出来かねます。 
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  ③ 受付完了のメールをご確認ください。 

申込書受け取り後、ご登録いただいたメールアドレスに「受付完了と参加費お振込みのご 

案内」メールを送信いたします。本会からのメールがお手元に届いてから、参加費をお振   

込みください。 

お申し込みメール送信後、7 日以上経過をしても返信メールが届かない場合、受付は完了

しておりませんので、速やかに事業調査課までお問い合わせください。 

 

④ 参加費をお振込みください。 振込期日 令和 6 年 1 月 15 日（月）  

     メールに記載している振込先に参加費をご入金ください。本会を通じてテキスト購入を希  

望されている場合はテキスト代も併せてご入金ください。   

 

  ⑤ 受講票・テキストの送付 

  受講票やテキスト、資料等につきましては概ね講習 1 週間前までにご登録いただいた住所  

にお送りいたします。当日必ずご持参ください。（送付先変更は 2 月 22 日（木）までにご連  

絡ください） 

   

18 申込後のキャンセルについて 

令和 6 年 2 月 1 日（木）までにご連絡をいただいた場合には、振込手数料を差し引いた金額

を返金いたします。なお、令和 6 年 2 月 2 日（金）以降のキャンセルにつきましては、返金対

応いたしかねます。資料の発送をもってかえさせていただきますのであらかじめご了承くださ

い。テキスト購入をお申込みされていた場合には、テキストも併せてお送りいたします。 

  

19 個人情報の取り扱いについて 

参加申込みにあたりご登録いただいた個人情報は、本講習の運営・目的に限って使用いたし   

ます。 

 

20 その他注意事項 

・貴重品、お荷物の管理は参加者ご自身でお願いいたします。クロークの用意はございません。 

・体温調節のしやすい服装でご参加ください。 

・座席は事前指定となりますが、体調等により配慮が必要な場合令和 6 年 2 月 1 日（木）までに   

事務局までご相談ください。（全てのご希望に添えない場合がございます） 

 

21 お問い合わせ先 

   全国保育士養成協議会 事業調査課 

   〒171-8536 東京都豊島区高田 3－19－10 

   電話：03-3590-5571（事業調査課直通）  FAX：03-3590-5591 

   E-mail   kenkyusho@hoyokyo.or.jp 

        


